
演習課題１ 認証評価における自己評価書のチェック 
 

＜自己評価書作成要領＞ 
各分析項目について、【分析の視点】と【根拠資料・データ例】が示されています。これ

らにしたがって、【現状の説明】と【分析】を記載するとともに、【資料】を掲載してくださ
い。 
【現状の説明】については、目的との関連を踏まえて、取組や活動の内容等の客観的事実

を具体的に記述してください。また、当該分析項目の状況が明確になるよう、現在に至るま
での経緯や過去の状況も含めるなど、根拠となる資料・データ等を示しつつ、それぞれの状
況に応じて適切に記述してください。 
【分析】は、【現状の説明】についての分析結果（自己評価による分析結果）を分かりや

すく明確に記述するとともに、それを導いた理由を、【現状の説明】に記載した取組や活動
の内容等の客観的事実を示しつつ記述してください。 
【資料】は、【根拠資料・データ例】に示した根拠資料・データを提示してください。た

だし、冊子体など大部のものになる場合は「別添資料」としてそのタイトル（必要に応じて
該当ページ）を記載してください。 
 

 

分析項目 学生に対する経済面の援助が適切に行われているか。 
【分析の視点】  
・奨学金制度の整備状況と当該窓口の周知及び利用実績について確認する。  
・入学料・授業料免除、奨学金（給付、貸与）、学生寄宿舎等、各大学固有の事情等に応じ
て、学生の経済面の援助が行われているかについて確認する。  

  
【根拠資料・データ例】  
・経済的支援の整備状況、利用実績一覧 
・奨学金制度の整備状況と当該窓口の周知が確認できる資料  
・日本学生支援機構奨学金等の利用実績が確認できる資料  
・大学独自の奨学金制度等を有している場合は、その制度や利用実績が確認できる資料  
・入学料、授業料免除等を実施している場合は、その基準や実施状況が確認できる資料  
・学生寄宿舎を設置している場合は、その利用状況（料金体系を含む。）が確認できる資料  
・上記のほか、経済面の援助の利用実績が確認できる資料 
［注］ 

1. いずれも評価実施前年度の資料・データを提示ください。 



＜自己評価書案：令和 5年度受審用＞ 
 
分析項目 学生に対する経済面の援助が適切に行われているか。 

 
【現状の説明】 
本学では、学生に対する経済面の援助として、奨学金、入学料及び授業料の免除、寄宿舎

などの様々な制度を十分に整えている（資料１：経済的支援の概況）。これら経済的支援に
関する情報を収集し、情報の一元化を図った上で、学生に HLMS や掲示板等を使って提供
している（別添資料５：「評価大学学生要覧 2022」）。 
奨学金の獲得実績は、令和 4 年度は 723 件で、平成 29 年度の 704 件から順調に増加して

いる（資料２：奨学金給付・貸与状況）。本学独自の授業料免除である「評価大学特待生制
度」については、入学試験時の成績優秀者を対象に実施しており、令和 4 年度は 16 人であ
る（資料３：特待生の推移）。寄宿舎については、令和 4 年度の入居率は 77.3％で例年と同
水準である（資料４：学生寮の概要）。また、平成 30 年度より、授業改善に意欲ある教員に
対し、学内公募による「評価大学授業改善支援経費」を配分し、授業改善に活用されている
（資料５：授業改善支援経費の推移）。 
 
【分析】 
経済的支援の体制を整え、それらに関する情報について、様々な方法を用いて学生に周知

しており、学生のニーズについては、随時学生課の窓口で対応しており、学生サービスの充
実に努めている。また、評価大学特待生制度を充実させたり、奨学金の獲得実績が上がって
いるなど、十分な経済的支援が行われている。 
以上のことから、学生に対する経済面の援助が適切に行われていると判断できる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



【資料】 
・経済的支援の整備状況、利用実績一覧 
資料１ 経済的支援の整備状況、利用実績一覧 
（回答者：学生課） 

支援内容 担当組織 根拠規定 配置人員 支援実績 財源 

奨学金 学生課 各奨学金の要項等 4 人 723 件 
日本学生支援機
構、自治体、民
間団体、寄附金 

入学料免除      
授業料免除      
寄宿舎 学生課 評価大学学生寮規則 2 人 116 人 自己資金 
（回答者：教務課） 

支援内容 担当組織 根拠規定 配置人員 支援実績 財源 

入学料免除 教務課 評価大学入学料免除規程 2 人 21 件 自己資金 
授業料免除 教務課 評価大学授業料免除規程 2 人 206 件 自己資金 
（回答者：文学部） 

支援内容 担当組織 根拠規定 配置人員 支援実績 財源 

奨学金 文学部事務室 各奨学金の要項等 1 人 132 件 日本学生支援機構等 
入学料免除 文学部事務室 評価大学入学料免除規程 1 人 4 件  
授業料免除 文学部事務室 評価大学授業料免除規程 1 人 37 件  
寄宿舎 全学     
（回答者：経済学部） 

支援内容 担当組織 根拠規定 配置人員 支援実績 財源 

奨学金 経済学部事務室 各奨学金の要項等 1 人 203 件 日本学生支援機構、自治体など 
入学料免除 経済学部事務室 評価大学入学料免除規程 1 人 7 件 自己資金 
授業料免除 経済学部事務室 評価大学授業料免除規程 1 人 63 件 自己資金 
寄宿舎 学生課？ ？ ？人 32 人 ？ 
（回答者：経営学部） 

支援内容 担当組織 根拠規定 配置人員 支援実績 財源 

奨学金 経営学部事務室 各奨学金の要項等 1 人 212 件 日本学生支援機構、寄附金 
入学料免除 経営学部事務室 評価大学入学料免除規程 1 人 5 件 自己資金 
授業料免除 経営学部事務室 評価大学授業料免除規程 1 人 56 件 自己資金 
（回答者：工学部） 

支援内容 担当組織 根拠規定 配置人員 支援実績 財源 

奨学金 工学部事務室 各奨学金の要項等 1 人 178 件 日本学生支援機構ほか 
入学料免除 工学部事務室 評価大学入学料免除規程 1 人 21 件 自己資金 
授業料免除 工学部事務室 評価大学授業料免除規程 1 人 56 件 自己資金 
寄宿舎      

 



・奨学金制度の整備状況と当該窓口の周知が確認できる資料 
別添資料５ 「評価大学学生要覧 2022」（21～23 ページ） 
 
 
・日本学生支援機構奨学金等の利用実績が確認できる資料  
・大学独自の奨学金制度等を有している場合は、その制度や利用実績が確認できる資料 
資料２ 各種奨学金の利用実績（令和 3 年度実績に基づき作成） 

名称 学内・学外 
の別 

給付・貸与 
の別 支給学生数 対象学生数 

に対する比率 支給総額 

日本学生支援機構奨学金 学外 貸与 654 人 21.0％ 313,920 千円 

評価大学特待生奨学金 学内 給付 16 人 0.5％ 8,000 千円 

評価大学留学生奨学金 学内 給付 5 人 7.1％ 5,000 千円 

自治体・民間団体等の奨学金 学外 給付・貸与 47 人 1.5％ 19,740 千円 

 

 

・入学料、授業料免除等を実施している場合は、その基準や実施状況が確認できる資料 
資料３ 特待生の人数の推移 

 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度 

日本人向け入試 
（推薦・一般） 15 15 16 16 16 16 

私費外国人 
特別選抜 5 5 4 5 6 5 

 

 

・学生寄宿舎を設置している場合は、その利用状況（料金体系を含む。）が確認できる資料  
資料４ 学生寮の概要 

寮名 居室 室数 在寮期間 寄宿料 
大学寮(男子･女子) 2 人部屋 50 室 4 年 8,000 円／月 
女子寮 1 人部屋 50 室 在学期間 18,000 円／月 

 

 

・上記のほか、経済面の援助の利用実績が確認できる資料 
資料 5 授業改善支援経費の推移 

 平成 30 年度 令和元年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度 
申請数 5 7 7 8 8 
採択数 5 5 4 4 4 

配分総額（千円） 200 200 200 200 200 

 


